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北部九州の銅鏡と弥生社会 

南 健太郎（京都橘大学） 

はじめに 

●弥生時代の銅鏡とは

【朝鮮半島製】多鈕細文鏡（、小形仿製鏡）  

【大陸製】漢鏡 

【日本列島製】北部九州製小形仿製鏡、近畿製小形仿製鏡、破鏡 

●銅鏡研究によって何がわかるか

・銅鏡の分布→日本列島内における地域間関係

朝鮮半島・大陸との交流・交渉 

・銅鏡の製作方法→技術の伝播、製作者集団の組織、製作地間の技術交流

・階層分化

・弥生時代から古墳時代への転換過程

１．弥生時代中期前半の銅鏡－多鈕細文鏡－ 

●吉武高木遺跡３号木棺墓出土多鈕細文鏡

・非常に珍しい文様構成：宮里修分類の D 式・Ⅳ段階（宮里 2008）

・日本列島出土品の中では最古級

（同時期の多鈕細文鏡：宇木汲田遺跡 12 号甕棺、本村籠遺跡 58 号甕棺）

・出土時期は弥生時代中期初頭→製作時期はそれよりも若干早い可能性あり

●面径

Ⅳ段階：吉武高木・宇木汲田・本村籠→10.5～11.1 ㎝、大県→21.5 ㎝ 

Ⅴ段階：増田遺跡 SJ6242・里田原遺跡３号甕棺・梶栗浜遺跡→8.8～9.15 ㎝ 

名柄・小郡若山１・２→15.3～16.0 ㎝ 

⇒時期的、地域的な偏りみられない。

●日本列島の多鈕細文鏡の出土状況

【北部九州】 木棺墓（吉武高木） 

甕棺墓（宇木汲田、本村籠、里田原、増田） 

 埋納（小郡若山） 

【中国地方以東】 箱式石棺墓（梶栗浜遺跡） 

埋納（大県遺跡、名柄遺跡） 

⇒最終的な扱い方は多様だが、近畿地方では墓への副葬はない。
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●共伴遺物 

・武器形青銅器、玉類との共伴（吉武高木） 

・武器との共伴（宇木汲田、梶栗浜） 

・玉類との共伴（本村籠） 

・共伴遺物なし（里田原、増田） 

⇒必ずしも豊富な副葬品を伴うというわけではない。 

➡吉武高木遺跡では多鈕細文鏡は「中核墓」（常松 2006）が保有するが、他遺跡では保有

が必ずしも権威に結びついているとは言えない状況？明瞭な中心－周辺関係は読み取れな

いことから、列島内における多鈕細文鏡の授受関係、画一的な価値体系は成立していなか

ったと思われる。 

 

２．弥生時代中期後半以降の銅鏡－漢鏡、破鏡－ 

●漢代における銅鏡保有システム（南 2019） 

【諸侯王墓・王后墓・陪葬墓】 

大雲山Ｍ１：諸侯王墓、銅鏡４面（16.4～21.4 ㎝の草葉文鏡） 

大雲山Ｍ２：王后墓、銅鏡１面（23.1 ㎝の草葉文鏡） 

大雲山Ｍ16：陪葬墓、銅鏡１面（12.2 ㎝の蟠螭文鏡） 

大雲山Ｍ17：陪葬墓、銅鏡１面（11.2 ㎝の蟠螭文鏡） 

⇒鏡式：草葉文鏡＞蟠螭文鏡（草葉文鏡の保有が重要） 

 面径：王后墓＞諸侯王墓＞＞＞陪葬墓（王后墓では小型鏡が重要視される場合もあり） 

 面数：諸侯王墓＞王后墓、陪葬墓（諸侯王墓と王后墓が逆転する場合もあり） 

 ※満城Ｍ２では 4.9 ㎝の小型鏡が左手の中から出土。 

【中・下級官人】 

・被葬者１人に対し１面の副葬が原則。 

・被葬者 1 人に対し複数面副葬する場合は、小さい鏡が棺内に納められる。 

・面径は副葬品の多寡、墓の構造・規模に相関しない。 

・複数人埋葬墓で１面のみ副葬する場合は、墓主以外に副葬。 

・複数人埋葬墓で複数面副葬する場合は、墓主に大きな鏡を副葬。 

⇒面径、面数は細かい階層関係とリンクしておらず、小さい鏡のほうが重視された可能性

も。19 ㎝以上の銅鏡は極めて稀。 

➡上位階層では銅鏡保有がシステマチックに規定されているが、中・下級官人にはそれが

及んでいない。ただし、面径に関しては上位階層の銅鏡保有状況が影響している可能性

も。 

●弥生時代中期末～後期中葉における銅鏡拡散・受容システム 

【弥生時代中期末：２つの中心地】 

弥生時代中期末における漢鏡の位置づけ：権威の象徴（高倉 1993） 
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Ａ地域：漢鏡の面数・面径の差異によって階層関係や職掌を表す。鏡式分化。 

    糸島地域、嘉穂地域、佐賀平野 

例）三雲遺跡南小路地区１号甕棺：重圏彩画鏡（前漢前半）27.3 ㎝ 

                四乳羽状獣文地雷文鏡（前漢前半）19.3 ㎝、 

                異体字銘帯鏡（前漢後半）約 15～18.8 ㎝ 

  三雲遺跡南小路地区２号甕棺：星雲文鏡（前漢後半）11.4 ㎝ 

                異体字銘帯鏡（前漢後半）6.0～8.3 ㎝ 

Ｂ地域：漢鏡の面径に区別なく王墓や上位階層によって保有される。鏡式分化。 

    福岡平野から二日市地峡帯 

例）須玖岡本遺跡Ｄ地点墓：草葉文鏡（前漢前半）23.0～23.6 ㎝（前漢王侯クラスに匹 

             敵（岡村 1999）） 

             星雲文鏡（前漢後半）15.9～17.1 ㎝ 

             異体字銘帯鏡（前漢後半）7.6～17.3 ㎝ 

※破鏡を拡散させることで、東北部九州や中九州、中四国以東に完形鏡との差異をもって  

 拡散させる。北部九州→各地域の拠点集落→地域内の集落 

【弥生時代中期末～後期前葉】 

中期末のＡ地域に唐津を加えた地域に圧倒的な集中（面数、面径の両側面）。 

例）井原鑓溝遺跡（巴形銅器あり）：方格規矩四神鏡（後漢前半）12.8～17.0 ㎝ 

  桜馬場遺跡（巴形銅器あり）：方格規矩四神鏡（後漢前半）15.4 ㎝、23.2 ㎝ 

                内行花文鏡（後漢前半）18.5 ㎝ 

※この時期に愛媛県（唐子台 14 丘墓：12.5 ㎝）、岡山県（用木２号墳：9.8 ㎝、別主体部

で北部九州製小形仿製鏡出土）、兵庫県（天王山４号墳：9.5 ㎝）にも完形鏡が拡散。前

段階に前漢鏡破鏡拡散。 

【弥生時代後期中葉】 

北部九州での時期比定可能な出土例少ない。 

※岐阜県に大型完形鏡が拡散（瑞龍寺山頂遺跡：22.1 ㎝）。 

※※北部九州製小形仿製鏡分布が最も広がる（奈良県池殿奥４号墳が東限）。 

●平原遺跡１号墓出土鏡の評価 

 方格規矩鏡・大型内行花文鏡（29.1 ㎝・46.5 ㎝）が漢鏡か仿製鏡かで弥生時代から古

墳時代への移行期の社会像が大きく異なってくる。 

原田大六（原田 1966、1991）：すべて仿製鏡 

高橋徹（竹田市教育委員会編 1992・高橋 1994）：すべて仿製鏡 

岡村秀典（岡村 1993、1999）：超大型内行花文鏡・ 「大宜子孫」内行花文鏡→仿製鏡 

  方格規矩四神鏡→漢鏡 

柳田康雄（柳田 1996、前原市教育委員会編 2000、柳田 2002a・2002b、糸島市教育委員会 

  編 2017）：すべて仿製鏡 
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清水康二（清水 2000）：すべて漢鏡、方格規矩四神鏡の鏡笵を再利用し三角縁神獣鏡を鋳 

            造（清水他 2018） 

南健太郎（南 2019）：内行花文鏡（29.1 ㎝）・方格規矩四神鏡→漢鏡 

          内行花文鏡（46.5 ㎝）と共通する重圏文を有する内行花文鏡を大 

          陸で確認（馬編 2024、ただし９cm の小型鏡）。八葉座は大陸では依 

          然未確認。 

●今宿五郎江遺跡出土小形仿製鏡の評価 

 北部九州ではこれまで確認されていなかった文様構成（福岡市教育委員会編 2014）。 

・鈕の周囲に六弧の複線内行花文 

・文様帯に四乳と銘文状の文様 

・面径に比して大きな鈕 

・大きな鈕孔 

⇒近畿製の特徴。 

※この時期に製作された北部九州製小形仿製鏡の分布がほぼ北部九州に縮小する（田尻 

 2012、南 2019）のとは対照的。 

●弥生時代から古墳時代へ 

【弥生時代後期後葉～末】 

平原遺跡における面径・面数の絶対的な集中 

⇔香川県・岡山県・滋賀県に完形鏡拡散（岡山県・滋賀県には複数面） 

※北部九州から関東地方に至るネットワークの成立 

→大陸・半島の文物・情報の東方拡散、東方から北部九州への文物の拡散 

⇒銅鏡副葬の風習・情報（銅鏡のもつ権威の象徴性含む）が広まる中で、糸島地域の突出  

 性をどのように評価すべきか。 

●画文帯神獣鏡の拡散 

後漢末鏡群の日本列島への拡散状況（岡村の漢鏡７期（岡村 1990、福永 2005）） 

・ 「上方作」系浮彫式獣帯鏡・飛禽鏡・画像鏡・夔鳳鏡：明確な核を形成しない。熊本県 

 での出土遺跡はそれまで北部九州から銅鏡を受容していた地域から変化する。 

・画文帯神獣鏡：瀬戸内東部から近畿地方に核を形成。北部九州には破鏡が拡散（九州の 

 他地域も同様）。※糸島地域、福岡地域に不在。 

・斜縁神獣鏡・ 「吾作」系斜縁四獣鏡：瀬戸内東部から近畿地方に核を形成。北部九州に 

                  は完形鏡が拡散。 

⇒奈良県を中心に画文帯神獣鏡を頂点とする新しく構築された銅鏡の価値体系・拡散形態   

 の成立。 

●九州における三角縁神獣鏡・大型倭製鏡 

岩本崇編年（岩本 2020）１段階：福岡県糸島市大日古墳２面 

           ２段階：福岡県 10 面、大分県３面（伝宮崎県２面） 
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下垣仁志編年（下垣 2011）：前期を通じて 20 ㎝を超える大型鏡は福岡県沖ノ島と（伝） 

              宮崎県持田古墳群のみ。 

 

３．三種の神器「八咫鏡」 

●これまでに想定されている鏡 

・平原遺跡出土超大型内行花文鏡（46.5 ㎝） 

・三角縁神獣鏡 

・鉄鏡 

・八稜鏡 

●八咫鏡の御樋代の大きさに関する文献資料（第 330 回邪馬台国の会より） 

『皇太神宮儀式帳』（804 年）：外径 60.6 ㎝、内径訳 49.4 ㎝ 

『延喜式』（927 年）：同上 

『内宮遷宮沙汰文』（1266 年）：外径 30.3 ㎝、内径 23.0 ㎝ 

『書記通釈』（1873 年）：内径 27.3 ㎝ 

⇒正体を納める御樋代の大きさは時代によって異なっており、最も古い段階は約 49 ㎝。 

 しかしこれはあくまでケースの大きさにすぎないので、面径はそれ以下と考えられる。 

●八咫鏡の形態に関する文献資料 

『類聚神祇本源』（1320 年）「八葉中有方円五位象」 

『伊勢二所皇太神宮御鎮座伝記』（鎌倉時代か）「八頭也。八頭八花崎八葉形也。・・・中

台円形座也。円外日天八座」 

『造伊勢二所太神宮寶基本記』（鎌倉時代か）「八頭花崎八葉鏡也。中台円形座清明也。」 

・八頭八花崎→内行花文（？） 

・八葉→八葉座（？）、内行花文（？） 

・方円→方格＋円座（？） 

・五位→五葉座（？）、五乳（？） 

※いずれも記されたのは中世。 

⇒平原遺跡出土超大型内行花文鏡をあてることができるか。 
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